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美術館概要 

 浜松市美術館は、１９７１（昭和４６）年７月に、市制６０周年を記念し、静岡県内

初の公立美術館として浜松城公園内に開館しました。建設費のうち約１／３が市民の寄

附による市民参加の美術館です。

 収蔵品の特色として内田コレクションを基礎とする１８～１９世紀の伝統的ガラス

絵が挙げられます。ガラス絵は、民衆的絵画（民画）の代表的なもので４８０点を所蔵

し、西洋・中国・日本と系統的に現代までの歴史をたどることができます。他に民画と

して、泥絵や「鬼の念仏」など大津絵の優品もあります。

 また初代広重、葛飾北斎、歌川派などによる遠江ゆかりの浮世絵版画６７２点、中国・

高麗・李朝にわたる東洋陶磁、東洋の石仏・金銅仏合わせて３４１点は、民画とともに

コレクションの中心をなしています。

 このほか北川民次や水野以文、秋野不矩、野島青茲ら静岡県出身の作家の作品、津田

青楓の晩年の書画をはじめ日本の近代絵画や２，５１４点の現代の版画なども収蔵され

ています。

 ３０年３月には、トラックヤード増築・全館空調システムの改修を行ったことで天候

に左右されない作品の運搬や、さらに質の高い作品の展示が可能となりました。
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Ⅰ 令和２年度 展覧会年間スケジュール 
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Ⅱ 展覧会事業 

１. 仲山計介展－エオンタ 存在するモノ達－

種  別   企画展 

会  期   令和２年４月２５日（土）～令和２年６月１４日（日） 

       ※新型コロナウイルス感染症防止のため５月１７日（日）まで臨時休館 

主  催   浜松市 

共    催   中日新聞東海本社 

休 館 日    月曜日（※５月４日（月）は開館。７日（木）は休館。）

観 覧 料 一般：６００円（４８０円） 

大学生・専門学校生・高校生：４００円（３２０円） 

２０名以上の団体：（ ）内の料金（１人あたり） 

中学生以下：無料、７０歳以上：当日料金の半額 

障がい者手帳等所持者及びその介護者１名：無料 

担  当    島口 直弥（学芸員） 

ポスター            展示風景 

趣  旨 

浜松市出身の日本画家・仲山計介。手や体全体を使った即興的かつダイナミックな表

現から生み出される抽象表現、アクリル絵具や銀箔を用いた独自の技法によって放たれ

る「いぶし銀」の輝きは、どこか現代美術を彷彿とさせる。仲山計介の代名詞「エオン

タ」シリーズは、固定概念に囚われることなく、目には見えない「存在」を「表現」し

続ける画家としての前衛的な姿が垣間見える。本展では描き下ろしの新作８点を含めた、

浜松市が生んだ唯一無二の日本画家・仲山計介の「表現」２９点を一堂に展示する。 

会期中のイベント（※すべてのイベントは新型コロナウイルス感染症防止のため中止。）

〇対談「仲山計介（本展作家）×野地耕一郎（泉屋博古館分館長）」 

   ５月１６日（土）１４：００～１５：３０ ２階講座室 予約不要 要観覧料 
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〇ワークショップ「デカルコマニーで表現しよう」 

   講師：仲山計介（本展作家） 

   ５月３０日（土）１４：００～１６：００ ２階講座室  

参加費：２００円 

   申込方法：浜松市美術館宛てに「①参加者氏名、②年齢、③電話番号」をご記入 

  〇ギャラリートーク 

   ５月２３日（土）・６月６日（土）１４：００（３０分程度） 

申込不要 要観覧料 
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Ⅱ 展覧会事業 

２. くまのパディントン展 

種  別   特別展 

会  期   内覧会  令和 2年 7月 10日（金） 

一般公開 令和 2年 7月 11 日（土）～9月 13 日（日）  

実質会期 61 日間 

主  催   浜松市、静岡新聞・静岡放送 

協  賛    ニューカラー写真印刷株式会社   

後  援   ブリティッシュ・カウンシル 

協  力   コピーライツアジア、（公財）東京子ども図書館、福音館書店、理論社、 

WAVE出版、日本航空 

監  修   松岡享子（東京子ども図書館名誉理事長） 

学術協力   三宅興子（梅花女子大学名誉教授）/河野芳英（大東文化大学教授） 

企画協力   毎日新聞社 

休 館 日   月曜日（※8月は無休） 

観 覧 料   一般：1,200円（960円） 大学生・専門学校生・高校生：800円（640円）  

小・中学生600円（480円）（  ）内の料金は前売り料金 

20名以上の団体：（2割引き） 70歳以上：当日料金の半額 

障害者手帳等所有者及びその介護者１名：無料 

※静岡県内の小学生は無料（キッズアートプロジェクト） 

※教育優待制度にて浜松市内の中学校に在籍中の生徒は無料、磐田市、 

袋井市、森町、湖西市の中学校に在籍中の生徒は半額。（生徒手帳又は 

身分証明書要提示） 

担  当    榛葉 公作（学芸員） 

ポスター                   イベント用フォトスポット 
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趣  旨 

イギリスの作家、マイケル・ボンド氏（1926-2017/6/27）の児童書『パディントン』シ

リーズは、1958年の誕生以来、40以上の言語に翻訳・出版され、世界的な名作として愛さ

れています。4コマ漫画や絵本、アニメーションやグッズとしても広く普及し、日本でも多

くの企業がイメージキャラクターとしてプロモーションに採用しています。  

パディントンがロンドンで引き起こす様々な楽しい冒険には、ボンド氏の平和への祈り、

言論の自由、知る権利など人類共通のメッセージが込められています。  

また、2014年には実写版の映画が世界各地で（日本では2016年に）公開されました。映

画第2弾は2018年１月に日本で公開され、第3弾も企画されています。今後、ますますパデ

ィントンが世界中の広い世代の人々に親しまれる機会となるでしょう。  

児童書の第１作発表から60 周年となる 2018 年に記念展覧会として開催した本展では、

児童書の挿絵でおなじみのペギー・フォートナムをはじめ各アーティストによる絵本や漫

画などの原画、世界中で出版された書籍、ボンド氏の仕事道具など約 300 点を展示します。

さらに生前のボンド氏のインタビュー（2016 年 12 月撮影）など貴重な映像も放映し、今な

お愛され続けるパディントンの世界を紹介します。 

関連事業 

■写真撮影 

「パディントンがやってくる！」 

日 時：【第１回】7月 26 日（日）1回目午前 10 時 00分～午前 10時 30 分 

2 回目午後 14時 00 分～午後 14 時 30 分 

    【第２回】8月 23 日（日）1回目午前 10 時 00分～午前 10時 30 分 

2 回目午後 14時 00 分～午後 14 時 30 分 

会 場：浜松市美術館内 講座室 

対 象：当日観覧者【希望制】 

定 員：各回 50 組(先着順) 

    開始 1時間前より美術館入口にて 1組 1枚整理券の配布 

参加費：観覧料のみ 

申込み：なし 

感染症対策：時間を区切って 2回に分け、整理券と組数を決めることで列を極力をつくら 

せないよう工夫する。 

■「くまのパディントン展 文字探しゲーム」 

日 時：開催期間中  

会 場：浜松市美術館 第 1・2 展示室 

対 象：中学生まで【希望制】 

定 員：なし ※プレゼントについてはなくなり次第終了 

参加費：観覧料のみ 

申込み：なし  
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感染症対策：使用する文具を 1回使ったら消毒できるようなタイプにしてこまめな 

      消毒を行う。 

※受付で専用用紙をもらい、すべて埋めた用紙を受付で提出してグッズ 

をもらう。 

■ＳＮＳ投稿キャンペーン「先着でパディントングッズプレゼント！」 

日 時：開催期間中  

会 場：浜松市美術館 第 1・2 展示室 

対 象：高校生以上 

定 員：なし ※プレゼントについてはなくなり次第終了 

参加費：観覧料のみ 

申込み：なし 

① 来館者は、ＳＮＳ（Twitter・Instagram・Facebook・Line タイムライン）にパディント

ン展来館の様子について投稿する。（フォトスポット有） 

② 来館者は、ＳＮＳ投稿画面を受付で提示し、グッズを受け取る。 

※ グッズについては物販業者から提供あり。 

※ 1 投稿 1回に限る。2回投稿や別のアプリで投稿した場合は、その数だけ渡すが 

その文面は、媒体に載せない。あくまで【1投稿 1回限り】 

■来場者 10000 人・20000 人記念 

・該当者に写真撮影とグッズのプレゼント 
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Ⅱ 展覧会事業 

３. 挑む浮世絵 国芳から芳年へ 展 

種  別   企画展 

会  期   令和 2年（2020） 

    9 月 26 日（土）から 11月 8 日（日）まで（38日間） 

主  催   浜松市、中日新聞東海本社、テレビ静岡 

企画協力   名古屋市博物館 

特別協賛   セキスイハイム東海        

協  賛   野崎印刷紙業 

休 館 日    月曜日 

観 覧 料   大人：1,200円（960 円）、大学・高校・専門学校生：800 円（640 円） 

小・中学生 600 円（480 円）  

※（  ）内は前売および 20 名以上の団体料金

※70 歳以上は、当日料金の半額。 

※障害者手帳所持者及び介護者１名は無料

       ※団体割引：20 名以上は当日料金の 2 割引

       ※静岡県の小学生は「キッズアートプロジェクトしずおか」ミュージア

ムパスポート提示で無料

※浜松市内中学生は無料。磐周地区･湖西市内の中学生は、当日料金の

半額。

※チラシ割引は 100 円引。

担  当     増井 敦子（学芸員） 

会場風景チラシ
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１.企画趣旨 

 幕末から明治にかけての激動の時代、豊かな表現力で武者絵を描いた歌川国芳と 

「最後の浮世絵師」「血みどろの絵師」の異名を持つ月岡芳年たち「芳」の名前を継い

だ弟子たちの浮世絵作品 150 点を紹介いたします。 

迫力あるワイドスクリーンに繰り広げられるヒーローたちの活躍や、目も覆うばかり

の残酷な場面に隠された繊細な技術など新たな境地に挑んだ絵師たちの心意気をご覧

ください。 

関連事業

■＜講演会＞「芳の遺伝子」 

日 時：１０月１１日（日）午後２時～３時３０分（午後１時４０分開場） 

講 師：津田 卓子 氏（名古屋市博物館 本展企画学芸員） 

定 員：２０名程度 （先着順 当日９時３０分から整理券を配布） 

 聴講料：無料（要観覧料） 
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Ⅱ 展覧会事業 

４．館蔵品展「大画面にみる洋画展」  

種  別 館蔵品展 

会  期 令和２年１１月２４日（火）～１２月２０日（日） 

会   場 浜松市美術館 

主  催 浜松市 

観 覧 料 大人３１０円、高校生１５０円 

中学生以下・７０歳以上・障害者手帳等所持者及び介護者１名は無料 

担  当 内山 智惠（学芸員） 

      ポスター                展示風景 

趣  旨 

浜松市美術館では、1971 年（昭和 46）に開館して以来、今日まで地域ゆかりの作品

や名品、ガラス絵等を収集してまいりました。来る 2021 年には、開館 50周年を迎えま

す。 

本展では、凡そ半世紀をかけて構築した 7,000 点を超えるコレクションの中から、東

海地方ゆかりの現代作家による大画面の洋画を展示いたします。大画面の作品を仕上げ

ることは決して簡単なことではありません。画面に向かう作家の心意気や、作品のもつ

エネルギーを探りながら、各々の世界観をお楽しみください。 

また、全国各地での展示を経て、久々の地元公開となる岸田劉生の《草と赤土の道》

や新収蔵作品を同時に紹介いたします。 

どうぞ、作品と対話をしながらご鑑賞ください。 

会期中のイベント

・当館学芸員による作品解説 

→ 新型コロナウィルス肺炎の影響により中止 



No,

1 191
2
3 191
4 192 1

No,

No,

5 No.2 196 3
6 199
7 198 5 40
8 198 5 40
9 198 5 40
10 198 5 40
11
12
13 195 3
14 197 4
15 197 4
16 197 5
17 1914
18 1920
19
20 193 11
21 195 3 11
22 195 3 12
23 196 3
24 19 3 4
25 196 4 56
26 196 4 57
27 195 3 20
28 196 3 26
29 196 3 53
30 197 5 38
31 197 5 39

32 9003 199
33 200 1
34 200 1
35 HATERU-MA 201 2
36 198 6
37 201
38 198
39 198
40 198 6
41 198
42 199
43 196 4
44 198 6
45 1970 80
46 1970 80
47 1970 80
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Ⅱ 展覧会事業 

５． 個展 

種  別 公募展 

会  期 令和２年１１月２４日（火）～１２月２０日（日）（浜松市美術館） 

会   場 浜松市美術館 

主  催 浜松市 

観 覧 料 ※館蔵品展同時開催 

担  当 内山 智惠 

◆浜松市長大賞（工芸部門）「記憶の中へ展」 

◆大賞（彫刻部門） 「流木と紙で造る動物展」 

趣  旨 

 浜松市第６７回市展における大賞受賞者の内、希望者による個展を開催します。 
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Ⅱ 展覧会事業 

６． 浜松市第６８回市展 

種  別 公募展 

会  期 令和３年２月２日（火）～２月１２日（金） １０日間 

主  催 浜松市 

観 覧 料 無料 

担  当 石田 博基、内山 智惠 

     ポスター 

趣  旨 

 美術の創作と鑑賞を勧め、郷土の文化・芸術の向上を図るため、広く市民から作品を

募集し、令和２年度第６８回市展を開催します。 

応募点数 ３１５点 

 絵画  １９９点 

 彫刻    ６点 

 書    ２３点 

 工芸   １９点 

 写真   ６８点 
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Ⅲ 教育普及事業 

１ 団体鑑賞（学校や施設等の団体の利用の受け入れ） 

展覧会名 利用団体数 利用人数 

仲山計介展   ０      ０ 

くまのパディントン展   ０   ０ 

挑む浮世絵展      ０      ０ 

新収蔵品展 ０           ０ 

合計           ０   ０ 

２ ギャラリートーク（学芸員・作家等による作品解説） 

    ※新型コロナウイルス感染症防止のため中止 

３ 講演会（作家・専門家等による講演） 

展覧会名 日程 講師 参加人数 

挑む浮世絵展 10/11 津田卓子 ５３ 

合計 ５３ 

４ ワークショップ（展覧会の内容に応じた表現・鑑賞活動） 

  ※新型コロナウイルス感染症防止のため中止 

５ 出前講座（収蔵品や展示作品をもとにした表現・鑑賞活動） 

  ※新型コロナウイルス感染症防止のため中止 

６ 職場体験（中学生の職場体験・大学生の博物館実習） 

  ※新型コロナウイルス感染症防止のため受け入れ中止 

７ 公募展（市民の作品展示の機会を提供） 

展覧会名 日程 来館者数 

第６８回浜松市市展 １０ ６,１４４人 

合計 ６,１４４人 



Ⅳ 館内案内
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編集・発行  浜松市美術館 

住   所  〒430-0947 

       浜松市中区松城町 100-1 

電   話  (053)454-6801 

Ｆ Ａ Ｘ  (053)454-6829 

ホームページ  http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/artmuse/index.html 

ｅ－ｍａｉｌ  art-muse@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

ｔｗｉｔｔｅｒ  http://twitter.com/hamamatsushibi 


